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Summary  
In this paper，Ifbcused on the development process ofhorticulture fhrming on the sand hillareain the  
Shonaidistrict，Yamagata prefbcture，Japan．   
The rapid expansion of the urban demand fbr丘・eSh vegetables and什uits had transfbrmed the barren  
desertinto the pro航table fbrtile hor・ticulturelandin thirty years time．The details ofthis changing process  
in the postwar period until1998are discussedin this paper．The main strategy to adopt these external  
demands were the new technology in the production and the collectivization of sales unit under the 
agriculturalcooperatives，But these days，these fbrmer successive strategleS fbr growth had run up agalnSt  
a stone wall，and the fhrmers are required to change their way．   
In the next paperIam going to examine about these changlng Situationin the horticulturein the Shonai  
districtin these days．  





と思う．   
本稿では，まずその手始めとして，大規模水稲単作地帯  
として知られている庄内地方の園芸型農業展開の代表者，  
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海岸沿いの砂丘地帯に戦後形成されたメロン作を対象とし  
て，その産地の形成・展開・変質の過程を検討することと  
















れぞれ49．8‰ 51．7％にのぼる．   
このような分厚い農業者層を成り立たせている大きな要  
因のひとつは，歴史的背景をもった農家の経営規模の大き  

































展開であった．一言でいうならば，コメという安定的かつ   
第2章 対象地域の概況  



















％，東北平均の50‰ 山形県平均の53％と比較して極めて  











































































模を誇る砂丘地帯である．   
歴史的にみると庄内砂丘地は，海に接した漁村と砂丘の  












定で生産力のきわめて低い砂丘地畑砂丘地を，東側に発   
213  







































































系整備の経緯を簡単に整理しておこう．   
国内における青果物の生産・流通構造は，高度経済成  
長期に入るまでは，もっぱらそれぞれの域内での生産・流  






況であった．   
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全国規模に拡大することとなった．   















第1項 貧しさのなかで求め培われた園芸作精神と経営  






















間も要したという（立石，1989年）．   
また，砂丘地農家の住居も，そのほとんどが杉皮葺き屋  
根石をあげ，風の強い目には家の中まで飛砂がはいり，そ  





として忘れるわけにはいかない．   
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第3項 浅層地下水の発見と柑60年以降の個別潅漑の普  
及   
庄内砂丘地が園芸作の先進地へと変貌しえたもう一つの  
要因は，浅層地下水という安価な費用で可能な潅漑手段  

























生塵の伝統   
つぎに注目すべきなのが，この庄内砂丘地における1920  
年代にまでさかのぼる古くからのメロン栽培の伝統である  
（山形県立農業試験場砂丘分場，1964年）．   
あまり知られてはいないが，日本の露地メロン作の伝続  













































分場，1964年）．   
ライトメロンとは，庄内砂丘地の七窪地区の篤農家の斉  
藤松太郎氏や恩恩園・樋口氏，さらに砂丘分場が，さま  
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確立   
プリンスメロンという全国区品種を得たうえで課題となっ  


























こととなった．   
なお，砂丘大根は，プリンスメロンにとどまらず，いち  
ご・すいか・ばれいしょの跡作としても位置づけられ，北   
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海道や京浜市場に出荷された．マルチ＋トンネル栽培方式  
により作柄は安定し，砂丘地産のものは素肌が奇麗で食味  










































第7項 柑71年以降の基盤整備や農業用電力導入による  
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りであった．   
それゆえ，園芸作目ではさまざまな流通経路別の競争も  
激しかった．当時は酒田市には商人塾の荷受市場が3社，   
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表1 鶴岡市と酒田市の畑作物・果樹作付面積の推移  単位：ha  
樹園地  精果樹面 時代  
畑面積  作付面積  l l面積  積   区分    小麦大麦甘藷馬鈴薯すいかメロンいちご大根   桑畑ぶどう 桃 柿   
1960年  1，835  310 251、368  229   61  174  215  26   24174121   
1961年  1，835  304 254 388  256   71  基（                    168  215  43   23172184   
1962年  1，835  313 198 384  262   75  33 174  179  43   24169187  盤戦   
1963年  1，835  369 234 427  291  98  38 05  179  69   39 225 232  形後 成第   
1964年  1，835  242 217 422  295  100  41172 79 52   40 228 234  の2   
1965年  310  時期  
1966年  49 190   211  
1967年   211   
1968年  211  
1969年   
プ．、  1970年  2，197  3 10 173  115  167  10   45 207  638  37   50177 410   
1971年  2，132  2  4 169  111 178  219   54 215  650  35   50163 414  リ戦   
1972年  2，113   2 161 109  175  229   71 217  637  37   50147 386  ン後 ス第  
1973年  2，023   の3      1152   74  134  209   76 228  622  35   60115 379   
1974年  1，974   148  117  127  217  125 224  613  33   62107 378  時期   
1975年  1，951   143  129  130  209  125 232  622  31  62101389  代）   
1976年  1，914   142  127  135  234  131 255  622  33   62 99 398   
1977年  1，853   122  127  135  242  138 248  611  31   66 87 401   
1978年  1，823   103  126  141  240  147 224  597  16   68 79 405   
1979年  1，793   94  123  141  239  172 209  601  15   69 74 398   
1980年  1，718   89  120  126  239  173 211  614  11  70 73 384   
1981年  1，661   84  122   61  270  165 194  607  8   59 57 378   
1982年  1，645   80  124   56  294  164 188  570  8   53 35 384   
1983年  1，635   81 115   35  307  174 175  562  8   53 35 386   
1984年  1，644   ア                                                                                                                               81 111  32  314  177 170  554  8   52 35 390   
1985年  1，626   78  103   41  342  177 220  550  6   52 35 393  ン   
1986年  1，598   77  101  40  415  174 222  519  3   51 35 370  
1987年  1，580   76  101  37  468  166 221  510  2   51 31367   
1988年  1，558   75  100   32  488  160 203  505  1  49 32 361   
1989年  1，516   75  102   20  519  135 197  485  1  46 32 346   
1990年  1，480   72   95   20  566  112 205  476   35 30 336   
1991年  1，451   64   88  18  611  87 210  461   30 27 319  時   
1992年  1，447   64   80  17  627   76 204  441   28 25 298  代   
1993年  1，426   62   63  18  636   62 186  432   30 20 292   
1994年  1，408   62   54  18  633   53 178  424   30 19 273   
1995年  1，408   62   49  18  650   48 167  416   36 20 261   
1996年  1，392   37   45  17  650   45 162  415   36 19 262   
1997年  1，364   37   39  15  653   42 155  410   28 18 252   
1998年  1．339   37   37  14  649   44 149  411   33 18 242   
資料：  『山形県農林水産統計年報』各年次   






である．   
こうした状況は，砂丘地外の人々からは，「田圃で銭を  
取り，砂山に捨てている」を椰捻されたといわれている．   
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性，柔軟性，あるいは変化への受容性の問題．さらにその  




































代である．   











してみよう．   
まず，プリンスメロンの動向を簡単に振り返っておきた  











ト系メロンヘの模索は，すでにその当初からなされていたわ   






































けである．   
こうした品種の模索は，1970年代前半のプリンスメロン  






成している．   
しかしこうした県の試験研究機関ばかりでなく，この時  
代は種苗会社等を含めて日本全国で，プリンスメロンの後  






































第1項 産地育成に果たす地場市場と農協系統共販とい  
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表2 プリンスからアンデスへの品種交代  単位：百万円、ha  
29  
庄内経済連扱いプリンスメロン  庄内経済連扱いアンデスメロン  
出荷数量（ケース）  販売金額  栽培面積  出荷数量（ケース）  販売金額  栽培面積   
1974年  313，355  351  
1975年  501，550  499  
1976年  678，234  607  
1977年  818，813  610  
1978年   749，579   588   32，832   41   
1979年   450，515   399  22，999   34   
1980年   482，476   490  73，243   116   
1981年   374，969   174．9  219，108   292   42．8   
1982年   348，859   246  156．0   265，799   413  135．0   
1983年   120，854   128   83．0   400，207   651  158．3   
1984年   100，655   105   72．7   515，219   637  188．9   
1985年   142，096   144   59．0   639，354  1，101  234．1   
1986年   101，492   128   70．2   ア ン  
1987年   108，512   110   51．0   1， 19，867  1，700  401．4  7‾   
1988年   71，470   84   52．6   1，1 9，010  2，083  338．9  ス   
1989年   84，058   95   42．0   1，546，907  2，710  490．3  の 時  
1990年   56，938   58   38．6   代          1，639，374  2，518  489．8   
1991年   44，844   54   36．0   1，471，152  2，842  587．5   
1992年   41，696   53   24．7   1，765，793  3，221  616．7   
1993年   26，538   35   23．8   1，391，784  2，672  572．4   
1994年   30，868   30   19．3   1，611，730  2，804  521．2   
1995年   10，112   13．9   1，358，306  2，502  474．6   
1996年   5，189  5  5．0   1，292，862  2，273  474．7   
1997年   2，884  3  0．8   1，522，551  2，119  461．9   
1998年   2，400  2  0．8   1，254，000  1，701  428．2   
資料：庄内経済連資料より  
注：栽培面積は各農協実績積み上げの数字。1980年以前は不明   
表3 メロン後作大根の衰退と新規品目の模索（庄内経済連取扱数量より）   
注：干し大根は浜中地区が中心、あさつきは袖浦地区が中心。その他品目は鶴岡中心  
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決まっていない試作番号A－3であったこのメロンを 庄果が  
独自に組織している生産者組織のなかでメロン栽培組合を  
つくって栽培に取り組んだことが，以後の砂丘他における  






























第2項 産地展開・発展に果たす地場市場と系統共販の  
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る．   
ではまず，生産者側からみた特徴を整理するために，農  
協系統（共選共販）と地場市場出荷の出荷方法の違いを  
現象面から確認することから始めよう．   
農協共速共販と地場市場出荷を比較すると，表4のよう  













単位で，販売価格が計算され，翌日に生産者個別に精算   














メロンを取り扱っている．   
このような現象面での相違が生ずるのは，その背景に，  
両出荷経路間で以下のような目的や性格の相違が存在する  








仕することを求めるという性格をもっているのである．   
この集団の力による競争力の確保という目標は，産地の  
構成員が現実に抱える個別的多様性に制限を課すると同  
表4 農協系続出荷（共選共販）と地場市場出荷の出荷経費の比較  
系統出荷（共選共販）  市場出荷  
内訳  割合 ％   
手 数  
料   
0．1  
市場  7．0   
運賃  
選果場維持費  経 費  
16～18  
選果場労務 
その他   
合計  27～30   
注：1998年度聞取りや農協精算書から作   
内訳   割合％   
手  
数  7．0   
料   
経  資材費   
3～5  
費       その他  
合計  10～12   
一部推定部分も含む。  
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第1項 展開における時代区分   
まず，以下の分析の前提となる，1978年から1998年まで  
続くアンデスメロン産地展開期の内部での時代区分をおこ  
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表5 アンデスメロンの取扱金額の推移  単位：百万円、％   
庄内経済連   公設庄内市場   期間中の平均伸び率  
年              販売金額  前年比  取扱金額  前年比  庄内経済連  公設市場   
1978年  41  
1979年  34  81．4   金額   金額   
1980年   116  345．9  159．8％   成  
1981年   292  250．6  152   数量   数量   
1982年   413  141．5   185．8  152．8％   
長  期  
1983年   651  157．5   446  158．2  単価   単価   
1984年   637  97．9   351  78．7   104．6％   106．3％   
1985年  1，101  172．9   549  156．3   
1986年  1，338  121．5   555  101．1   
1987年  1，700  127．0   金額   金額   
1988年  2，083  122．5   737  112．6   116．6％   全  
1989年  2，710  130．1   798  108．3  数量   数量   盛   
1990年  2，518  92．9   721 90．3   115．6％   104．2％  期   
1991年  2，842  112．9   808  112．1  単価   単価   
1992年  3，221  113．3   7 1  90．4   100．8％   100．0％   
1993年  2，672  83．0   68  93．1  金額   金額   
1994年  2，804  104．9   616  90．6   89．9％   後  
1995年  2，502  89．2   576 93．5  数量   数量   
1996年  2，273  90．8   541 93．9   93．8％   退  期  
1997年  2，119  93．2   479 88．7  単価   単価   




































のだろうか．   




きな較差が生じていることが確認される．とりわけ全盛期   
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には，系統出荷と地場市場出荷とではおよそ300円近い価  


































当たり1割ほど余分なコストがかかっている．   
こうした経費の割合を参考にして鶴岡農協，柚浦農協，  
および庄内公設市場というそれぞれの出荷経路別に，生産  





平均価格（6kg）  公設庄内市場との  年       l公設庄内市場との価格格差  平均価格格差  
経済連農協 農協庄内市場       庄経  鶴岡  庄経  鶴岡  袖浦   
1978年  1，080  
1979年  1，254  
1980年  1，350  
1981年   1，134  1，168   164  △ 34  208  
成  
1982年  1，554  1，332  1，269   285  63   
62   長  
1983年  1，626  1，560  1，432   194  128   
期  
1984年  1，236  1，126  1，070   166  56   
1985年  1，722  1，588  1，490   232  98   
1986年  1，668  1，687  1，676  1，469   199  218207   
1987年  1，518  1，592  1，447  1，224   294  368223   
1988年  1，782  1，782  1，821  1，518   264  264   303   全  
1989年  1，752  1，737  1，814  1，509   243  228   291 301  329                                                  305     盛   
1990年  1，536  1，510  1，614  1，270   266  240   344  期   
1991年  1，932  1，917  2，016  1，492   440  425   524   
1992年  1，824  1，853  1，886  1，492   332  361   394   
1993年  1，920  1，917  2，103  1，652   268  265   451   
1994年  1，740  1，715  1，767  1，464   276  251   303   
1995年  1，842  1，817  1，918  1，531   3 1  286   387   
後  
1996年  1，758  1，787  1，771  1，462   296  325
退  
233 234  307    期                                                309   
1997年  1，392  1，425  1，492  1，269   123  56   223   
1998年  1，416  1，414  1，462  1，290   126  24   172   
資料：JA庄内経済連資料、農水省『野菜生産出荷統計』各年次   
注：鶴岡農協の1985年以前平均単価、および袖浦農協の1982年以前平均単価は不明。  
公設庄内市場のアンデス品目別集計は1981年以降のみ。それ以前はその他メロンに含まれていた。  
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表7 農協系続出荷（個選共販および共選共販）と地場市場出荷の出荷経費の比較  
庄内公設市場出荷  
割合 ％   
手  
数  7．0   
料   
経  資材費   箱当たり  
その他  費   平均55円  
合計出荷経費割合   10～12  
注：1998年度聞取りや農協精算書から作成。一部推定部分も含む。  
たり80円ほども公設庄内市場向け出荷手取価格を上回っ  


















第3項 系統出荷優位性変化の背景   
つぎにこうした，手取価格ベースで見た流通経路間の相  
対的優位性の変化が，どの様な背景のもとで生じたのかを  










に限っての分析となる．   
表9は，東京都中央卸売市場におけるアンデスメロンの，  
県別月別の取扱数量構成比（すなわち産地シェアー）を，  























1983年当時は，庄内経済連ののべ出荷日数は8月を中心   
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表9 東京中央卸売市場におけるアンデスメロンの月別産地別構成比の推移  
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退，あるいは出荷期間延長が実現する．すなわち出荷前進  
等は，施設化と歩みを同じくするのであり，それが資料か  
らも確認できるわけである．   
ではなぜこのような出荷前進が試みられるのであろうか．  
その理由は，表11のアンデスメロン月別単価の推移に示さ  





1997年にほ165日まで長期化している．   
また，山形県の露地メロン栽培におけるハウスの割合は，  
成長期には平均して13．5％であったが，全盛期には18．3％，  





表10 アンデスメロンの作型変化  
年  アンデスメロン   のベ 日   参考：山形県露地メロン作付け面積（ha）  期間中平均  
出荷期間   出荷数  
1978年  7／31～9／17   47  2  6  438   1％   96％   
1979年  7／19～9／21   62  5  2  7  433   2％   のべ出荷日数   
1980年  7／14～10／24   100  26   3  341   18％   75％  
1981年  7／22～9／11   49  24  1 91 378   18％   成  長  
1982年  6／30～9／Ol   61  20   1 86 416   16％   80％   期  
1983年  6′／29～9／07   68  2  93   437   17％   80％  ハウス割合   
1984年  6／27～10／11   104  18   2  450   17％   809乙   13．5％   
1985年  7／01～9／11   70  3   476   18％   79％   
1986年  6／26～9／17   81  3  537   19％   78％   
1987年  6／22～11／03   131  2   591   18％   のべ出荷日数   
1988年  6／17～11／07   140  18   2 139 620   18％   80％   全  
1989年  6／13～11／13   150  21  2  669   17％   80％  トンネル割合  盛   
1990年  6／06～11／04   148  29   2  149   730   16％   80％   7∈婁．8％  期   
1991年  6／13～11／07   144  27   2  758   19％   78％  ハウス割合   
1992年  6／19～11／17   148  25  2   742   21％   76％   18．3％  
1993年  6／15～11／25   160  22   2  717   23％   74％  のべ出荷日数   
1994年  6／10～11／07   147  21  2   691   25％   73％   後  
1995年  6／12～11／16   154  21   2  257   680   27％   退  
1996年  6／17～11／22   155  21   2  671   28％   70％   期  
1997年  6／13～11／28   165  23  2  666   28％   69％  ハウス割合   
1998年  6／04～11／07   153  22  1 279 6J15   29％   68％   26，7％   











1983年   296   673  506  297  234  304  223  324  
期   
1984年   292  770  438    251  202  227  
1985年   812  
1986年   343  857  528  458  324  272  269  248  235   
1987年   313  705  512  408  274  268  207  221  328   
1988年   全                        369  752  507  481  334  296  268  231  320   
1989年   393  991  649  447  377  305  266  220  486  盛   
1990年   385  904  652  556  365  221  276  283  421  期   
1991年   431  786  719  536  377  303  298  253  465   
1992年   423  855  768  511  389  310  267  193  383   
1993年   431  837  608  428  418  346  306  299  528   
1994年   405  701  611  462  344  280  272  273  381   
1995年   後 退                        458  721  584  522  454  282  300  285  351   
1996年   421  792  647  510  363  291  272  239  369  期   
1997年   402  777  583  445  358  270  176  324  311   
1998年   403  746  610  484  328  233  231  330  349   
資料：東京都中央卸売市場『青果物流通年報』（果実編）、各年度より  
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ほぼ一貫して認められる傾向である．産地は出荷前進を試  
みるによって，販売単価の向上を見込むことができるので  
ある．   
こうした単価要因に加えて，需要数量要因の年次別変  
化も検討してみたい．そのために用意したのが表の12であ  
る．   
この表12から，興味深い傾向を見出すことができる．ア  
ンデスメロンの需要中心期が，次第しだいに前進する傾向  







月に拡大しているのである．   
アンデスメロンの需要拡大は，いわば，需要期の前進長  
期化という傾向をもちながら進んだことがここから読みとる   







が大きく拡大している．   
各産地は，このような需要の拡大・前進を追いかけて，  
それぞれの出荷適期を中心に，作型の前進と長期化を図っ  






わけである．   
しかし，このような需要量の拡大という傾向は，前述の  
表12 東京都中央卸売市場におけるアンデスメロン取扱数量の推移  
年  
取扱数量（トン）  




1981年  成  
1982年  
長  
1983年   8，301   18  820  3，102  3，034  1，218  68   3  
期   
1984年   9，559  8  988  3，320  3，505  1，642  39   
1985年   10，894  2  10   
1986年   12，862   4  461  3，021  4，350  3，297  1，573  78   6   
1987年   14，993   33  618  3，431  6，098  3，328  1，355  17   20   
1988年   15，040  130  809  3，095  5，838  3，313  1，638  30   全                                       44   
1989年   17，043  138  950  4，431  5，766  3，788  1，588  41   34  盛   
1990年   17，338  228  1，039  3，484  5，772  5，198  1，140  16   54  期   
1991年   16，175  287  1，023  4，200  5，471  4，106  788  田   22  
1992年   16，173  300  998  3，581  5，620  3，648  1，534  四   54   
1993年   15，132  287  1，180  4，516  4，828  2，707  1，114  5   27  
1994年   14，440  358  1，240  4，361  4，422  2，712  678  28   後  
1995年   退  
1996年   期  
1997年   12，144  314  1，397  3，632  3，306  1，898  814  28  124   
1998年   10，441  279  919  3，211  3，336  1，628  443  30  101   
1985年／1983年   131％   383％  187％  131％  127％  103％  43％  333％  
1992年／1985年   15000％                    148％   1446％  233％  138％  95％  122％  38％  540％   
1998年／1992年   65％  93％  92％  90％  59％  45％  29％  273％  187％   
資料：東京都中央卸売市場『青果物流通年報』（果実編）、各年度より  
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第4項 地場市場出荷と農協系統共販の競争関係の変化  




理・考察したい．   
立証の数量的な裏付けとしては，時代画期別に露地メロ  










直接の荷引き等，さまざまな形態が考えられる．   
以下，出荷経路別割合の推移を柱として，時代別にま  




















ことができる．   
まず年間合計での需要量の減少を見てみよう．減少傾向  
が認められるのは，1991年以降からであり，とりわけ後退  


























へと消費は流れてしまう．   
こうして，山形県の出荷時期である7月，8月期のアンデ  
スメロンは，後退期に入ってマーケットの縮小という事態  
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表13 東京都中央卸売市場における県別取扱金額の推移  
41  
年   
取扱金額（百万円）  指数（1983年を100として）  




1981年  成  
1982年  長  
1983年  2，457  162  1，635  326  100  100  100  100  
期   
1984年  2，791  368  1，753  282  114  226  107   87   
1985年  3，355  741  1，552  517  137  456  95  158   
1986年  4，412  1，193  2，155  547  180  735  132  168   
1987年  4，693  1，351  2，340  621  191  832  143  190   
全                    1988年  5，550  1，274  3，194  678  226  784  195  208   
1989年  6，698  1，903  3，524  803  273  1，172  216  246  盛   
1990年  6，675  2，238  3，220  796  272  1，378  197  244  期   
1991年  6，971  2，057  3，668  881  284  1，266  224  270   
1992年  6，841  1，895  3，740  919  278  1，166  229  282   
1993年  6，522  1，838  3，677  771  265  1，132  225  236   
1994年  5，848  1，822  3，050  742  238  1，121  187  227   
後 退  
期  
1997年  4，882  1，303  2，852  564  199  802  174  173   
1998年  4，208  1，190  2，328  488  171  732  142  150   









b）アンデスメロン成長期   
つづく1979年から1985年までのアンデスメロンの成長期  































者の生産基盤整備であった．   
たとえば，出荷組織の充実としては，鶴岡農協では，従   
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②公設庄内市場の集荷力が前期に比較して弱まり，逆に  
系統出荷の優位性が拡大した点である．   
表14に示すように，この時期の系統出荷割合は70％弱と，  
かつて無いはどに拡大し，逆に公設庄内市場経由割合は30  




















































ことの証でもあるだろう．   
出荷設備の充実としては，1979年に，西郷地区選果場  
の第3次増築が行なわれており，また1983年からは柚浦農  






れている．   
この時代はまた，産地の上昇機運が盛り上がり，生産者  
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を果たしていたのである．   
なお，農協系統では上述のような組織統制の強化ばかり  






















ストアグリ賞で知事賞を受賞している．   
さらに，この時期は，1991年10月開港の庄内空港の建  
設や高速道路周辺対策事業によって，砂丘地周辺の施設   
■果菜出荷組合規約（要点のみ）  
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表15 袖浦農協の品目別販売金額に占める割合の比較  
万円  ％  
1997 
1997年／1992年  
目  1992年  年     金 額 割 合  金 額 割 合   
米  穀  7，479  32  5，502  28   74   
イ チ ゴ  2，023  9  1，424  7   70   
メ ロ ン  10，801 46  6，771 35   63   
花  井  776  3  3，168 16   408   
庄 内 柿  1，541  7   348  2   23   
その他青果物  1，048  4  2，271 12   217   
販売金額合計  23，668   19，484   82   

































のである．   
その結果，出荷経費が高い抽浦農協では規約が守られな  
くなり，系統外出荷の増加や所得確保のためメロンから他  























を下げないように対応しはじめる．このような後ろ向きの組   
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る．   
すなわち，1990年代末以降，庄内地方砂丘地の園芸作  
は，アンデスメロンの後退期に直面し，農協共販体制弱体  





での強調は再考を迫られることとなったわけである．   
この時期以降，庄内地方は，地産地消型の直売施設が  
多数建設され，また，生産者が自らの個性を売り出す直売  
活動が盛んとなってゆく．   
つまり，従来型の大量生産大量流通型の生産構造とは  
異なった，関係志向型マーケッティングへと方向転換がな  


































第5章 アンデスメロンを取り巻く環境の変化と，  
今後の求められる対応方向   
砂丘地の園芸作は，前述したように1992年経済連販売  
実績32億円をピークに，以後ケース単価・出荷数量30％以  






産地間競争も激化してきた．   
こうした状況を受けて，砂丘地では1990年代末以降，  
農協系統共販の危機の兆候が見え始めることとなった．   
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20）東北農政局山形統計情報事務所酒田出張所編集，   
『特産 庄内のメロン』，山形農林統計協会，1996年  
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